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　秋の火災予防運動に合わせた大町地区の住民参加型訓練を、11月
13日に市役所で開催し、約150人が参加しました。
　参加者は４グループに分かれ「救護」「救命」「救出」「消火」訓練を大町
消防署や大町市消防団の指導の下、体験しました。
　救出訓練では倒壊家屋を想定したがれきをバールや鉄パイプなどで
上げて人形を救出し、消火訓練では消火器や消火栓からホースを延ば
し放水したほか、地震体験車で過去の大地震を体感しました。訓練に
は子どもたちも参加し、一生懸命取り組む姿が見られました。
　大町市消防団の西澤誠団長は「神城断層地震から２年が経つ。地震
の恐ろしさを忘れず、日頃の備えやこのような訓練を有事の際に地域
でも生かしてほしい」と話しました。

神城断層地震から２年
災害への備えと教訓を忘れない

主な内容
❷　平成28年大町市表彰式
❸　北アルプス国際芸術祭2017～信濃大町 食とアートの廻廊～
❺　市民スポーツ祭冬季大会
❻　快適な冬の暮らしを　道路の除雪・排雪
❽　固定資産税軽減の申告はお済みですか？
�　信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌
�　観光情報　２つのスキー場がシーズンイン！
�　生涯学習
�　平成29年度大町市臨時職員募集
�　情報ステーション
�　年末年始のご案内
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市
の
表
彰
式
は
、
11
月
３
日

の「
文
化
の
日
」に
Ｊ
Ａ
大
北
本

所
（
ア
プ
ロ
ー
ド
）
で
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
功
績
の

あ
っ
た
人
や
善
意
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
人
な
ど
６
人
に
、
牛

越
徹
市
長
が
表
彰
状
や
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
は
「
本
日
ご
顕
彰

申
し
上
げ
る
皆
さ
ま
は
、
安
全

な
地
域
社
会
の
形
成
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
癒
し
の
作
品
を
長
年

に
わ
た
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た

方
、
ま
た
、
施
策
の
実
現
の
た

め
に
多
額
の
金
員
を
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
功
績
に
対
し
ま
し

て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹

介
し
ま
す
。（
五
十
音
順
）

功
労
章
・
表
彰
状

吉
竹
　
行
仁 

さ
ん

（
社
）

　
22
年
に
わ
た
り
市
消
防
団
員
と

し
て
消
防
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

団
長
お
よ
び
県
消
防
協
会
長
と
し

て
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。表

彰
状

倉
田
　
定
信
さ
ん
　 

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
地
区
交

通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
交
通
安

全
の
推
進
と
交
通
事
故
防
止
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
　
博
郎
さ
ん
　
　（
平
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
地
区
交

通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
交
通
安

全
の
推
進
と
交
通
事
故
防
止
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

成
澤
　
ヤ
ス
コ
さ
ん  

（
平
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
総
合
病

院
の
待
合
室
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
展
示
し
、
心
温
ま
る

空
間
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
沢
　
三
雄
さ
ん
　 

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
地
区
交

通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
交
通
安

全
の
推
進
と
交
通
事
故
防
止
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状

藤
岡
　
靖
久
さ
ん

（
常
盤
）

　
地
域
医
療
の
推
進
に
深
い
理
解

を
示
さ
れ
、
多
額
の
金
員
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

平成28年　大町市表彰式
消防、交通安全、地域医療などに貢献された皆さんを表彰
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北アルプス国際芸術祭 2017
～信濃大町  食とアートの廻廊～

　北アルプス国際芸術祭の参加アーティストのうち、公募により選考した５組のアーティストが決定し
ました。今回発表したアーティストは、７月に応募された83組90点の公募作品の中から厳正なる審査
の結果、選考しました。

【公募アーティスト】　●アートプロジェクト気流部　●大平由香里　●栗山斉　●原倫太郎＋原游
　　　　　　　　　  ●YAMANBAガールズ（大町市在住）

　今回決定したアーティストの中には、大町市在住のアーティストもいます。市内でも芸術祭開催に
向けての盛り上がりが感じられるようになってきました。第１弾で決定している10人のアーティストと
共に、来年の芸術祭ではどのような作品が市内で展開されるのかとても楽しみです。

公募アーティスト決定

　実行委員会では、大町市内の飲食店を対象に、新レシピや既存
メニューのアレンジなど、アドバイザーと一緒にメニュー開発を
行い、国際芸術祭で主に団体客に提供が可能な店舗を募集しま
す。飲食店の皆さんは、ぜひご協力ください。

【参加条件】
❶北アルプス国際芸術祭期間中（平成29年6月4日～7月30日）
にメニューを提供していただける
❷団体（10人以上）を受け入れていただける
❸北アルプス山麓の素材を可能な限り活用いただける
❹アドバイザーが監修したメニューを提供いただける（原則と
してランチに提供いただきます）
❺お客さまに料理の説明をしていただける

【申し込み】
公式ホームページにある申込書を印刷し、必要事項を記入の
上、郵送または直接、実行委員会事務局、大町商工会議所
（〒398-0002 大町市大町2511-3）、大町市観光協会
（〒398-0002 大町市大町3200）へ。

【申し込み締切日】　12月９日（金）

　　「食」プロジェクトもまだまだ募集中！
　芸術祭「食プロジェクト」の企画「おもてなし小皿」と「自慢の一品」参加店舗も引き続き募集してい
ます。詳しくは公式ホームページをご覧ください。

　皆さんの参加をお待ちしています。　

「国際芸術祭タイアップレストラン」参加店舗募集

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局（まちづくり交流課国際芸術祭推進担当内）  ℡ 市 内線536
 〒398-8601　大町市大町3887
　　　　　　　公式ホームページ  http://shinano-omachi.jp 検索北アルプス国際芸術祭

「タイアップレストラン」アドバイザー

左：神保佳永さん（東京・HATAKE AOYAMA
総料理長）、右：横山タカ子さん（「県のおいし
い信州ふーど［風土］公使」ほか。大町市出身）
※２人のうち、どちらか１人をアドバイザーと
して派遣します。
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強
調
事
項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

▽
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

北
朝
鮮
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
よ
う

　
平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
て

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
10
～
16

日
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題

の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

こ
の
問
題
へ
の
関
心
と
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.rach

i.go
.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
男
女
共
同

参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
２
５

権
に
配
慮
し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
性
同
一
性
障
が
い
を
理
由
と
す

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

▽
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

「
人
権
相
談
所
」を
開
設

　
夫
婦
、
親
子
、
扶
養
、
相
続
、

売
買
、
金
銭
貸
借
、
高
齢
者
、
女

性
、
い
じ
め
、
体
罰
、
交
通
事
故

な
ど
の
身
近
な
問
題
で
お
困
り
の

人
は
、
お
気
軽
に
近
く
の
相
談
所

に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
申
し
込
み
不
要
で
無

料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
12
月
12
日（
月
）　
午
前

９
時
～
正
午

■
会
場

▽
大
町
地
区
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
八
坂
地
区
　
市
八
坂
支
所

▽
美
麻
地
区
　
市
美
麻
支
所

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

―

◇

―

◇

―

◇

―

　
相
談
日
以
外
で
も
、
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相

談
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
人
権
相
談
全
般

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

▽
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
や
先
生
か
ら
の
体
罰

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

▽
女
性
の
人
権

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

み
ん
な
で
築
こ
う  

人
権
の
世
紀

～ 
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心 

～

12
月
４
～
10
日
は
「
第
68
回
人
権
週
間
」

　
人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
あ
り
、
人
類
が
歴
史
の
中
で
築
い
て
き

た
財
産
で
す
。
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
こ
の
人
権
デ
ー
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
し
て
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、
国
際
的
な
人
権
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義

や
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
市
で
も
、
人
権
へ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
を
中
心
と
し
た
街
頭
啓
発
の
実
施
や
、
保
育
園
・
幼
稚
園
児

を
対
象
に
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当
　
℡
市
内
線
５
２
５
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長野県交通安全スローガン

12月１日木～31日土年末の交通安全運動
「思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔」

　みんなで参加しよう！　　　　　

市民スポーツ祭 冬季
大会

市民スケート大会 市民スキー・スノーボード大会

共通事項
■申し込み

▽自治会加入者は、各体育部長へ申し込むか、体育部長の確認を得て、直接、総合体育館へ。

▽自治会加入者以外（オープン参加者を含む）の人は、直接、総合体育館へ。
※年齢は、平成28年４月１日現在の満年齢を適用します。大会の開催要項や申込用紙は、総合体育館
にあります。
■注意事項

▽各自でスポーツ傷害保険などに加入してください。

▽開会式に必ず出席してください。
■その他　「広報おおまち12月号」と一緒に、大会の開催要項および種目別実施細目を回覧します。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

■日時　29年１月29日（日）

▽開会式　午前８時　▽受付　午前７時30分

▽試走　午前８時15分　▽競技開始　午前８時45分
予備日　29年２月４日（土）

▽開会式　午後５時　▽受付　午後４時30分

▽試走　午後５時15分　▽競技開始　午後５時45分
※当日の気象状況などにより、試走を省略する場合が
あります。
■会場　西公園スケート場
■参加資格　市民およびオープン参加の市外の人
■種目　50～1000ｍ（男女別、年齢別）、2000ｍリレー
※エントリーは、１選手２種目以内（リレーを除く）
■申し込み締切日　29年１月20日（金）

　年末は、夕暮れ時の歩行中・横断中の事故、交差点における事故が増えるほか、飲酒機会の増加や
積雪・凍結による道路環境の悪化に伴う重大事故の発生が懸念されます。交通ルールの順守と正しい
交通マナーの実践で交通事故を防止しましょう。

■運動の重点　「子供と高齢者の交通事故防止」

▽夕暮れ時と夜間の交通事故防止

▽飲酒運転の根絶

▽通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底

▽後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底
■県下一斉街頭活動日　12月1日（木）・20日（火）
■問い合わせ　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３・４６４

■日時　29年２月19日（日）

▽開会式　午前９時　 ▽受付　午前８時

▽インスペクション　午前８時30分

▽競技開始　午前９時40分
※当日の気象状況などにより、競技開始
を早める場合があります。
■会場　爺ガ岳スキー場
■参加資格　市民および市内にあるジュ
ニアスキークラブ員
■種目

▽スキー　大回転（男女別、年齢別）

▽スノーボード　大回転（男女別、年齢別）
■申し込み締切日　29年２月３日（金）
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至 木崎湖

至 大町市役所

蓮華大橋雪捨て場
（蓮華大橋北詰め東側）

至 グリーンパーク

至 大町温泉郷 県道槍ヶ岳線

蓮華大橋

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

観音橋

高瀬川

❶

観音橋雪捨て場
（観音橋西詰め南側）

❷

旧野口駐在所

除
雪
作
業

　
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
や
、
緊

急
車
両
の
通
行
確
保
を
最
優
先
に
、

自
治
会
代
表
者
な
ど
と
相
談
し
て

除
雪
路
線
を
定
め
、
業
者
委
託
に

よ
り
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
除
雪
作
業
の
基
準
　
積
雪
が
お

お
む
ね
12
㎝（
八
坂
地
区
10
㎝
）に

達
し
た
と
き

※
朝
方
は
、
通
勤
・
通
学
に
影
響

が
な
い
午
前
７
時
ご
ろ
ま
で
に
終

了
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

雪
の
降
り
方
に
よ
っ
て
は
間
に
合

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
中

は
、
交
通
量
が
多
く
な
る
た
め
、

交
通
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
作
業

し
ま
す
。

■
安
全
な
作
業
の
た
め
に
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い

▽
敷
地
内
の
雪
は
、
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

　
短
時
間
で
作
業
を
終
わ
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
出
入
り
口
な

ど
に
集
ま
っ
た
雪
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
家
庭
の
出

入
り
口
な
ど
の
雪
は
、
道
路
脇
に

積
み
上
げ
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
屋
根
雪
の
落
雪
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
落
雪
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
屋

根
に
落
下
防
止
の
措
置
を
取
っ
た

り
、
小
ま
め
に
雪
を
下
ろ
し
た
り

す
る
な
ど
、
落
雪
事
故
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▽
水
路
に
は
雪
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い

　
毎
年
、
水
路
が
雪
で
詰
ま
っ
て

溢
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
水
路

に
は
、
絶
対
に
雪
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
決
め
ら
れ
た
水
路（
流
雪
溝
）に

は
流
せ
ま
す
。

■
道
路
除
雪
に
よ
る
雪
寄
せ
場
に

ご
協
力
を

　
機
械
に
よ
る
道
路
除
雪
に
は
雪

寄
せ
場
が
不
可
欠
で
す
。
空
き
地

や
農
地
を
雪
寄
せ
場
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場

　
市
内
の
雪
捨
て
場
は
、
高
瀬
川

河
川
敷
に
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

❶
蓮
華
大
橋
雪
捨
て
場
（
蓮
華
大

橋
北
詰
め
東
側
）

❷
観
音
橋
雪
捨
て
場
（
観
音
橋
西

詰
め
南
側
）

■
搬
入
期
間
　
降
雪
時
か
ら
３
月

末
ま
で

■
利
用
時
間
　
基
本
的
に
24
時
間

開
放

■
注
意
事
項

▽
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
ご
み

な
ど
の
異
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
照
明
が
な
い
た
め
夜
間
の
利
用

は
危
険
で
す
。
で
き
る
だ
け
日
中

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

道
路
の
除
雪
・
排
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
冬
の
暮
ら
し
を
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
毎
年
除
雪
体
制
を
見
直
し
、
効
果
的
な
除
雪
・
排
雪
に
努
め
て
い

ま
す
。
道
路
の
除
雪
・
排
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
　
℡
市
内
線
６
７
８
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排
雪
作
業

　
家
屋
が
密
集
し
て
連
な
っ
て
い

る
市
街
地
で
は
、
雪
を
寄
せ
る
場

所
が
な
い
た
め
、
除
雪
機
に
よ
る

除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。
連
日
雪
が

降
り
続
く
と
通
行
に
支
障
を
来
す

こ
と
か
ら
、
状
況
に
応
じ
て
ダ
ン

プ
カ
ー
な
ど
に
雪
を
積
ん
で
排
出

す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
排
雪
作
業
は
、
あ
く
ま
で
も
緊

急
時
の
対
応
で
す
。
ま
た
、
作
業

時
は
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

流
雪
溝
の
利
用
に
当
た
っ
て

■
流
雪
溝
と
は
　
自
然
の
流
水
の

力
を
利
用
し
て
、
雪
を
流
し
て
排

雪
す
る
た
め
の
水
路
で
す
。
雪
の

置
き
場
が
な
い
市
街
地
に
２
水
路

あ
り
ま
す
。

■
利
用
時
の
注
意
点
　
流
雪
溝
を

利
用
す
る
際
は
、
転
落
に
よ
る
事

故
な
ど
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
作
業

終
了
後
は
投
入
口
を
必
ず
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

※
流
雪
溝
以
外
の
水
路
へ
の
雪
の

投
入
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

車
道
な
ど
の
除
雪
の

問
い
合
わ
せ
や

困
っ
た
場
合
に
は

　
道
路
の
区
分
に
よ
り
、
大
町
建

設
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
国
道
・
県
道

大
町
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課
維

持
係

℡
２
２
・
５
１
１
１

（
内
線
２
４
３
１
、
２
４
３
２
）

▽
市
道

建
設
課
維
持
係

℡
市
内
線
６
７
８

　道路にはみ出ている樹木は、通行の妨げ

になるばかりでなく、除雪作業の支障にも

なります。

　安全な通行・除雪作業のために、道路上

にはみ出ている樹木の剪
せん

定
てい

をお願いします。

道路に出ている
樹木の管理を
お願いします

境界

歩道歩道 車道車道

境界

2.5m
4.5m

通行障害部

　
こ
と
し
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
１
番
は
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
奥
原
希
望
さ
ん
の
大
活
躍
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
奥
原
選
手
は
昨
年
、
ス
ー
パ
ー
シ

リ
ー
ズ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ
で
優
勝
す
る

な
ど
国
際
大
会
で
活
躍
し
念
願
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
市
民
の
応
援
を
追
い
風
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
大
活
躍
さ
れ
、
銅

メ
ダ
ル
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
市

内
で
開
い
た
祝
賀
パ
レ
ー
ド
で
は
、

１
万
２
千
人
も
の
皆
さ
ん
か
ら
盛
ん

な
祝
福
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
を
大
き
な
感
動
の
渦
に
巻
き

込
み
、
夏
を
い
っ
そ
う
熱
く
し
た
リ

オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
長
く
記
憶
に

残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
は

山
岳
地
域
の
登
山
道
の
過
酷
な
コ
ー

ス
を
走
る
競
技
で
、
８
月
の
国
際
大

会
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル･

デ
ュ･

モ
ン

ブ
ラ
ン
で
準
優
勝
に
輝
い
た
上
田

瑠
偉
選
手
も
市
出
身
で
す
。
上

田
選
手
は
仁
科
台
中
３
年
の
と
き
、

全
国
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
に
出
場

し
長
野
県
チ
ー
ム
の
優
勝
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
市
出
身
の
ト
ッ
プ

選
手
た
ち
の
活
躍
を
受
け
て
、
子

ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
や
競
技
力

を
育
む
環
境
づ
く
り
に
、
い
っ
そ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
年
目
を
迎
え
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

事
業
で
は
、
市
内
に
滞
在
し
て
制

作
に
取
り
組
ん
だ
４
人
の
作
家
の

発
表
会
が
先
日
開
か
れ
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
来
年
は
６
月
４
日
か

ら
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
が

開
か
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
芸
術
祭
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
準
備
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第87回】
年の瀬を迎えて

大町市長　牛越徹
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軽
減
の
対
象
に
な
る

新
築
住
宅
は
？

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
は
、

新
築
後
３
年
間
（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
５
年

間
）、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
長
期
優
良
住
宅
」
は
、

新
築
後
５
年
間
（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
７
年

間
）の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
期
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る

た
め
の
措
置
が
、
構
造
お
よ
び
設

備
に
取
ら
れ
て
い
る
優
良
な
住
宅

の
こ
と
で
す
。「
長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
」
を
作
成
し
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

固
定
資
産
税
関
係
の

届
け
出
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

■
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合

　
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
り
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い

場
合
、
相
続
人
代
表
者
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

■
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

　
売
買
・
相
続
な
ど
に
よ
り
、

未
登
記
の
住
宅
や
車
庫
等
の
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届

出
書

■
住
所
や
氏
名
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

　
市
外
に
居
住
し
大
町
市
に
固

定
資
産
が
あ
る
人
で
、
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
住
所
地
・
送
付
先
変
更
届

■
対
象

▽
専
用
住
宅
　
床
面
積
が
50
㎡
以

上
（
ア
パ
ー
ト
は
１
世
帯
に
つ
き

40
㎡
以
上
）２
８
０
㎡
以
下

▽
併
用
住
宅
　
居
住
部
分
が
総
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
、
そ
の

部
分
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

■
軽
減
内
容

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
ま
で
の
住
宅
　
税
額
が
２
分
の
１

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
を
超
え
る
住
宅
　
１
２
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
の
税
額
が
２
分
の
１

住
宅
用
地
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
？

　
新
た
に
住
宅
の
敷
地
と
し
て
土

地
の
使
用
を
始
め
た
と
き
に
、
申

告
が
必
要
で
す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地
　

土
地
の
全
部
が
対
象

▽
併
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地

〇
居
住
部
分
が
４
分
の
１
以
上
２

分
の
１
未
満
の
場
合
は
、
敷
地
面

積
の
半
分
が
対
象

〇
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

場
合
は
、
敷
地
全
部
が
対
象

■
軽
減
内
容

　
税
額
を
算
出
す
る
基
と
な
る
額

（
課
税
標
準
額
）が
、
２
０
０
㎡
ま

で
は
６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を

超
え
る
部
分
は
３
分
の
１
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
敷
地
が
広
い
場

合
は
、
家
屋
の
居
住
部
分
の
床
面

積
に
対
し
て
10
倍
が
限
度
で
す
。

 

住
宅
の
新
築
な
ど
を
し
た
皆
さ
ん

　
平
成
28
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
や
土
地
を
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
い
始
め
た
と
き
は
、

申
告
書
の
提
出
に
よ
り
、
29
年
度
分
の
固
定
資
産
税
か
ら
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
　
℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

ほ
か
に
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

の
は
ど
ん
な
場
合
？

▽
敷
地
内
に
住
宅
を
複
数
戸
建
設

し
た
場
合
、
そ
の
敷
地
に
対
し
て

戸
数
に
応
じ
た
軽
減
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
別
荘
の
敷
地
は
、
基
本
的
に
非

住
宅
用
地
と
し
て
軽
減
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
居
住
用
と
し
て

使
用
を
開
始
し
た
場
合
や
、
利
用

頻
度
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
該
当
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
軽
減
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？
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固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
、

毎
年
１
月
１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
中
に
、
住
宅
や
車
庫

な
ど
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た

場
合
は
、「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
の
提
出
後
、
職
員

が
現
地
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

課
税
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
と
、
29
年
度
以

降
も
引
き
続
き
課
税
対
象
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　
税
務
課
資
産
税
係
、
市
八
坂
・

市
美
麻
支
所
に
あ
る
「
家
屋
滅
失

届
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
関
係
の
届
出
書
の

各
種
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
会
社
や
個
人
事
業
主
で
、
工
場

や
商
店
の
経
営
、
農
業
、
駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け
な
ど
、
市

内
に
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用

の
償
却
資
産
（
ほ
か
の
事
業
者
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）

を
所
有
す
る
場
合
は
、
地
方
税
法

に
基
づ
き
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
12
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
新
規
に
事
業
を
始
め

た
場
合
や
申
告
用
紙
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
計

事
務
所
に
経
理
を
依
頼
し
て
い
る

場
合
は
、
会
計
事
務
所
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
は
、
平
成
29
年
１
月

31
日（
火
）ま
で
で
す
。
期
限
間
近

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
提
出
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
種
様
式
の
入
手
方
法

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
目
的
で
さ
が
す

→
「
手
続
き
・
証
明
」
→
「
税
金
・

市
の
債
権
」→
固
定
資
産
税
→「
固

定
資
産
税
に
関
す
る
届
出
」

■
入
手
で
き
る
様
式

▽
家
屋
滅
失
届
出
書

▽
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

▽
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
出
書

▽
住
宅
用
地
適
用（
異
動
）申
告
書

▽
住
所
地
・
送
付
先
変
更
届

▽
納
税
管
理
人（
変
更
）承
認
申
請
書

▽
納
税
代
理
人
申
告
書

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

■
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
（
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る

と
、
自
宅
や
職
場
か
ら
で
も

簡
単
に
電
子
申
告
が
で
き
ま

す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
の
手
続
き
や
準
備
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.eltax.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

▽
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
資
産
税
係

℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

▽
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

℡
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

家
屋
を

取
り
壊
し
た
ら

滅
失
届
の
提
出
を

【広告】

パ
ソ
コ
ン

大
型
特
殊
車
両

舗
装
路
面
等
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市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

　
市
の
人
事
行
政
運
営
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
、
職
員
の
給
与
や
職
員
数
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
職
員
係
　
℡
市
内
線
５
１
３

■人件費（平成27年度一般会計決算）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

26年度の
人件費率

173億9186万6千円 5億6364万7千円 27億528万6千円 15.6％ 17.3％

※人件費には、市長、副市長および市議会議員などの特別職の給料、報酬、手当などを
含んでいます。

■職員給与費（平成28年度一般会計予算）

職員数
（Ａ）

給　　与　　費 1人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

318人 12億5411万6千円 1億9161万9千円 4億8614万5千円 19億3188万円 607万5千円

※給与費は当初予算に計上された額ですが、共済費、退職手当は含みません。

■平均給料月額および平均年齢（一般行政職）
（平成28年４月１日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大町市 43.1歳 327,577円 373,936円

国 43.6歳 331,816円 410,984円

※一般行政職とは、全職員から税務職、医療職、技能労務職などを除いた職員です。

■初任給（一般行政職）
（平成28年４月１日現在）

区　分 大町市 国

大学卒 176,700円 176,700円

高校卒 144,600円 144,600円

■職員手当
区　分 内　　　容

期末手当
勤勉手当

(27年度支給割合)

期末手当  　　勤勉手当
　６月期　　1.225月分　　0.800月分
　12月期　　1.375月分　　0.800月分

計　　2.600月分　　1.600月分

※職制上の段階、職務の級などによる加算
措置あり（５～15％）

退職手当

（27年度支給率）

自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年  　 20.445月　　25.556月
勤続25年  　 29.145月　　34.582月
勤続35年  　 41.325月　　49.590月
最高限度額　 49.590月　　49.590月

※上記のほかに、役職の貢献度に応じた
調整額が加算支給されます。

※１人当たり平均額　1,555万1千円

■特別職の報酬など
区　　分 給料月額等 区　　分 給料月額等

給　料
市　長 801,000 円

期末手当

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

（27年度支給割合）

６月期　1.425月分
12月期　1.725月分

計      3.150月分 

※40％の加算あり

副市長 662,000 円

報　酬

議　長 374,000 円

副議長 313,000 円

議　員 296,000 円

特殊勤務
手当
27年度

区　分 全　職　種

職員全体に占める
手当支給職員の割合 28.9％

支給対象職員１人
当たり平均支給年額 23,900円

手当の種類 ９

代表的な手当の名称 医師職務、税務、福祉
現業

※病院職員を含む

時間外
勤務手当

27年度
支給総額 8595万6千円

職員１人当たり年額 26万円

26年度
支給総額 9646万8千円

職員1人当たり年額 30万8千円

扶養手当 扶養親族のいる職員に支給

住居手当 借家または借間に居住し、一定額を超え
る家賃などを支払っている職員に支給

通勤手当 通勤のため交通機関などを利用し、運賃
等を負担している職員に支給
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■一般行政職の級別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成28年４月１日現在）

区　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級

標準的な
職務の内容

主事補、主事
技師補、技師

主　事
技　師

係　長
企画員
主　任

課長補佐
係長、企画員

主　査

課　長
課長補佐 課　長 部　長

参　事

職員数 24 11 57 61 32 20 7

構成比(％) 11.3 5.2 26.9 28.8 15.1 9.4 3.3

■ラスパイレス指数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （各年４月１日現在）

区　分 25年 26年 27年
参考値

大町市 103.8 95.9 95.9 96.7

県内の市平均 105.9 97.9 97.7 98.0

全国の市平均 106.6 98.5 98.6 98.7

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
※「参考値」は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定特例法による措置がないとした場合の値です。

■定員の状況（部門別職員数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）

区　　分 職　員　数 対前年度増減

部　　門 26年 27年 28年 26年 27年 28年 28年の主な増減理由

一般行政
部門

議会・総務 86 86 91 1 5 業務体制強化による増員

税　務 23 24 23 1 △1 業務の見直しによる減員

福　祉 79 78 79 △1 1 業務増による増員

衛　生 24 24 24

経　済 31 30 31 2 △1 1 業務増による増員

土　木 19 19 19

小　計 262 261 267 3 △1 6

特別行政
部門

教　育 41 41 39 △1 △2 業務の見直しによる減員

小　計 41 41 39 △1 △2

普通会計計 303 302 306 2 △1 4

公営企業等
会計部門

病　院 276 284 288 20 8 4 業務体制強化による増員

水　道 16 16 17 △1 1 業務増による増員

下水道 8 7 7 △3 △1

その他 11 11 9 △2 業務の見直しによる減員

小　計 311 318 321 16 7 3

合　　計 614 620 627 18 6 7

※職員数は、一般職に属する職員で、臨時または非常勤の職員を除いています。

■職員の分限と懲戒処分の状況（平成27年度）

分　限　処　分　者 懲　戒　処　分　者

免職 休職 降任 小計 免職 停職 減給 戒告 小計

0人 4人 0人 4人 0人 0人 0人 0人 0人

▽分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、公務能率の維持が目的です。

▽懲戒処分：職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務での規律と秩序の維持が目的です。
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　市では、市内の事業所の協力で電柱取り付け型の「避難場所誘導看
板」の設置を推進しています。災害発生時に、市民や観光客などが、
最寄りの避難場所に避難できるようにするためのものです。
　事業所の皆さんは、取り組みにご理解とご協力をお願いします。
　市民の皆さんは、日頃から避難場所を確認し、いざという時に速や
かに避難できるよう心掛けましょう。

■問い合わせ　消防防災課消防防災係　℡ 市 内線５１５・５１６

　市では、市内で採れた食材を使った食品で、訪れる観光客などに地域の魅力を伝えることを目指
し、新たな特産品、土産品として売り出す商品を募集します。
■部門・表彰

▽新商品部門　グランプリに表彰状と賞金30万円、準グランプリに表彰状と賞金10万円を贈呈

▽既存商品改良部門　グランプリに表彰状と賞金５万円を贈呈

▽アイデア部門　グランプリに表彰状と賞金５万円を贈呈
■募集内容　特産品、土産品となる次のいずれかの未発表の商品（試作品も可）

▽市内で採れた食材や市内で生産された物を使用する食品

▽市内で製造されるか、市内にある事業所が製造した食品
※飲食店などで提供するメニューは含みません。
■応募資格

▽新商品部門・既存商品改良部門　18歳以上の個人（高校生を除く）または事業者

▽アイデア部門　高校生以上の個人または事業者
■申し込み　商工労政課または市ホームページにある応募用紙に、必要事項を記入の上、郵送、ファ
クス、Ｅメールまたは直接、商工労政課ブランド振興担当へ。
※応募用紙１枚につき１商品です。入賞作品は氏名などを公開するため、匿名では応募できません。
■申し込み期間　12月１日（木）～29年２月10日（金）
■審査　後日開催する審査会で、試作品を提出していただき審査します。
■その他　詳しくは市ホームページにある「特産品開発コンテスト要項」をご覧ください（「大町市特
産品開発コンテスト」で検索）。
■問い合わせ　商工労政課ブランド振興担当
　℡ 市 内線５４３　FAX ２３－４６６０
　〒398-8601　大町市大町３８８７
　Ｅメール　syoukou@city.omachi.nagano.jp

「避難場所誘導看板」の設置を
推進しています

大町市特産品開発コンテスト
出品者募集

企業名
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　アーティストを招き、一定期間滞在し
て作品を制作する「信濃大町アーティス
ト・イン・レジデンス事業」。オランダ、
韓国、イタリア、神奈川県から４人の作
家が、約２カ月間にわたり大町に滞在し
て作品の制作を行いました。
　私は、地域おこし協力隊として作品の
制作補助、市内のガイドなどから、物資

の調達・配達まで、普段の仕事とは違う多種多様な業務を、時に市
民の皆さんの力をお借りして励みました。
　大町のことを知らない私が大町を案内する不自然さと、作家さん
たちがそれぞれ私の知らない大町を発見し、紹介してくれる不思議
さの中で、大町をキーワードにお互いの理解を深めることができま
した。
　９月から11月の季節の移り変わりと共に進んでいく、作品制作の
課程。それぞれのアプローチのユニークさと創造性。大町の歴史・
文化・民俗へ興味と理解を示そうとする、その姿勢。これらを目の
当たりにして感じたのは、どの作品にも率直に大町へのメッセージ
が込められており、それはそのまま大町で過ごした時間によって導
き出されたものであったということです。そして何よりも、異なる
価値観が共存する中で、作品が芸術作品として生まれる瞬間に立ち
会い、一緒に共有できたことが、一番の収穫でした。（本山裕久）
■問い合わせ　まちづくり交流課芸術文化振興係　℡ 市 内線５３７

　こんにちは。地域おこし協力隊の髙松です。
今回は、11月６日に結果が発表された、「ゆる
キャラグランプリ2016」についてです。全国
各地のご当地マスコットや企業キャラクター
たちから、人気投票によってその年の１位の
キャラクターを決めよう！　という大会でこ
とし７回目を迎えました。
　大町市からはおなじみの“おおまぴょん”が
参戦。昨年は1,727キャラ中、総合100位と大
健闘を見せ、40以上いる県内キャラクターで

も２番目の成績でした（ちなみに１番は中川村の“なかはマン”）。
　ことしは昨年を超えるべく私も毎日コツコツと投票し、結果は74位！
　５月に大町に移住してきて７カ月が経ち、大町市に愛着が湧いて
きた私にとって、うれしいニュースになりました。…ただ、またことしも“なかはマン”（72位）には負け
てしまいました…悔しい。来年こそは、打倒なかはマン！（髙松永和）

協力隊が市内の“イイトコ”を発信しています。

今月の担当は本山裕久隊員

髙松永和隊員
（長野市出身）

「あんじゃねぇ通信」
信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌⑤

エリー・キョンラン・ホさん（韓国・
写真右）の取材風景

水谷一さん（神奈川県・写真左）の
取材風景

アナンダ・サーンさん（オランダ・
写真左）の制作風景

マリーナ・ガスパリーニさん（イ
タリア・写真右）の制作風景

おおまちイイトコ探し隊 検索

check!
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鹿島槍スキー場
　今シーズンの土・日曜日、祝日はリフトが午前
7時30分にスタート！　平日も午前8時にスター
ト！　変化に富んだ16コースは滑り応え抜群。
特徴的なすり鉢状のゲレンデの中心には、レスト
ラン、ショップが集まるセントラルプラザ1130
があり、露天風呂まで完備。さらに名物コース「一
本ブナ」を含む、中綱エリア限定リフト券が登場！
■イベント

▽ 12月10日（土）・11日（日）　プレオープン

▽12月17日（土）　オープン
リフト券購入者を対象にした豪華抽選会（予定）、「しましか」と「お
おまぴょん」が遊びに来るかも!?

▽12月23日（金）～25日（日）　kashimayari X′mas Party
サンタクロースの登場、シャンメリーの振る舞いなど

※詳しくはホームページをご覧ください（「鹿島槍スキー場」で検索）。
■問い合わせ　鹿島槍スキー場　℡２３－１２３１

爺ガ岳スキー場
　はじめの一歩は爺ガ岳で！　ちびっこに大人気のトロ
イカと広く見通しの良い緩斜面は、キッズファミリーや
グループに最適。そりはもちろん、スキーも大人と一緒
に利用できるので、パパ・ママインストラクターがばっ
ちり活躍！　多彩なプログラムでレベルや目的に合わせ
たスクールも充実しています。

■イベント

▽ 12月23日（金）　オープン（予定）

▽29年１月15日（日）（予定）、２月19日（日）
talatta　latta（たらった　らった）
ジャグリング世界第３位のyoshiと、キグレサーカス
出身のnanaが登場。コメディあり、アクロバットあ
りで見応え十分！

※詳しくはホームページをご覧ください（「爺ガ岳スキー
場」で検索）。
■問い合わせ　爺ガ岳スキー場　℡２２－０５５１

※ヤナバスキー場は今シーズンの営業はありません。

２つのスキー場がシーズンイン！
きらきら白い　冬の大町
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催 し
NHK「民謡魂 ふるさとの唄」
公開収録
　全国各地に脈々と息づく唄や郷土芸能の数々を掘り起こし、ふるさとの“知ら

れざる魅力”を再発見する番組「民謡魂 ふるさとの唄」。ＴＯＫＩＯのリーダー

城島茂さんの司会で紡がれるダイナミックなステージショーの公開収録の観覧

希望者を募集します。入場無料です。

■日時　平成29年１月22日（日）　 ▽開演　午後６時　 ▽開場　午後５時

■会場　文化会館　大ホール　

■出演　 ▽司会　城島茂（ＴＯＫＩＯ）・塩屋紀
ただ

克
よし

アナウンサー

▽唄　未定　 ▽三味線　本條秀太郎、本條秀五郎　 ▽尺八　元永拓　 ▽笛　鳳
ほう

聲
せい

晴久　 ▽鳴物　鼓
こ

友
ゆう

緑
ろく

美
み

代
よ

、鼓
こ

友
ゆう

緑
ろく

佳
か

　 ▽はやし詞　新津幸子、新津美恵子

■観覧申し込み　事前申し込みによる、入場整理

券（１枚につき２人入場可）が必要です。

　「郵便往復はがき」に、必要事項を記

入の上、郵送で文化会館へ。応募多数

の場合は抽選とし、結果は１月10日ご

ろ、入場整理券または落選通知を返信

はがきでお知らせします。

※未就学児の観覧はご遠慮ください。

※転売目的の応募はご遠慮ください。売買を確認した場合、入場をお断りします。

■申し込み期限　12月21日（水）必着

■その他　 ▽ＮＨＫでは、ご応募いただいた情報を、受信料のお願いに使用する場合があります。

　 ▽出演者や放送予定日は、決まり次第、ＮＨＫ長野放送局のホームページなどでお知らせします。

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８　〒398-0002　大町市大町１６０１－２

障がいのある人を対象にしたＮＨＫ放送受信料の免除
　障がいのある人がいる世帯で基準を満たしている場合、ＮＨＫ放送受信料の全額または半額免除が受けられ

ます。

■免除の内容・対象

▽全額免除　障害者手帳を所持し、世帯構成員全員が住民税非課税の場合

▽半額免除　次の障害者手帳を所持している人が世帯主であり、かつ受信契約者である世帯

　　　　　　○身体障がい者１級、２級（視覚障がい者・聴覚障がい者はすべての等級）

　　　　　　○知的障がい者Ａ１、Ａ２　○精神障がい者１級　○戦傷病者第１款症

※詳しくはＮＨＫホームページをご覧ください（「ＮＨＫ放送受信料　免除」で検索）。

■申し込み　福祉課福祉係にある「放送受信料免除申請書」に必要事項を記入の上、直

接、福祉課福祉係へ。

■持ち物　印鑑、各種手帳

■問い合わせ　福祉課福祉係　℡ 市 内線４１３

往復はがき記入方法 ※はがきを開いた形

3 9 8 0 0 0 2

大町市大町1601-2
大町市文化会館

「民謡魂　　　　
　ふるさとの唄」係

※こちらの面は
何も記入しない
でください。

返信裏面往信表面

　　ご自分の

 (1) 郵便番号
 (2) 住所
 (3) 名前

　  ご自分の

 (1) 郵便番号
 (2) 住所
 (3) 名前
 (4) 電話番号

往信裏面返信表面

城島茂（ＴＯＫＩＯ）
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
こ
と
し
50
周
年
を
迎
え
た
長
野
県
信
濃

美
術
館（
橋
本
光
明
館
長
）は
、10
月
29
日
〜

11
月
６
日
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
ー
ず
ら

で
移
動
展
を
開
催
し
、
初
日
に
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
美
術
館
は
昭
和
41
年
に
開
館
し
、
郷

土
ゆ
か
り
の
芸
術
家
の
作
品
や
信
州
の
風

景
画
を
中
心
に
収
集
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

昭
和
54
年
か
ら
は
県
内
各
地
で
移
動
展
を

開
催
し
、
大
町
市
で
の
開
催
は
34
年
ぶ
り

で
す
。

　
橋
本
館
長
は
「
作
家
が
肉
筆
で
描
い
た

本
物
の
作
品
と
出
会
い
、

触
れ
合
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
同
時
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
は
ま
れ
と
い
う
信

州
を
代
表
す
る
３
人
の

芸
術
家
、
飯
田
市
出
身

の
菱
田
春
草
の「
老
子
」

や
中
野
市
出
身
の
菊
池

契
月
の「
早
苗
」、
小
諸

市
出
身
の
小
山
敬
三
の

「
冬
之
浅
間
山
」な
ど
一

流
作
家
の
名
品
を
来
場

者
は
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

　
大
町
市
で
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
県
予
選
が
10
月
30

日
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
前
日
に
母
校
・
佐
久
長
聖
高
校
の

応
援
に
訪
れ
た
大
町
市
出
身
の
上
田
瑠
偉
さ
ん
が
、
総
合

体
育
館
で
牛
越
市
長
と
会
談
し
ま
し
た
。

　
上
田
さ
ん
は
仁
科
台

中
学
校
卒
業
後
、
佐
久

長
聖
高
校
を
経
て
早
稲

田
大
学
に
進
学
。
陸
上

同
好
会
に
所
属
し
、
険

し
い
山
岳
地
帯
を
駆
け

抜
け
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
で
実
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。
こ
と
し
か

ら
社
会
人
と
な
り
、
７

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
「
英
語
で

あ
そ
ぼ
う
！
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
を
10
月
31
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
秋
の
収
穫
祭

の
前
夜
祭
と
し
て
、
欧
米
な
ど
で

は
仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
が
街

を
練
り
歩
き
「
Ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｏ
ｒ 

Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
（
お
菓
子
を
く
れ
な

い
と
い
た
ず
ら
す
る
ぞ
）」と
言
っ

て
、
家
々
か
ら
お
菓
子
を
も
ら
い

月
に
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
世
界
選

手
権（
ス
ペ
イ
ン
）で
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
銅
メ
ダ
ル

獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
と
山
岳
レ
ー
ス
の

魅
力
や
活
動
の
様
子
な
ど
を
話

し
た
上
田
さ
ん
は「
自
分
は
ス

ピ
ー
ド
が
持
ち
味
。
レ
ー
ス
で

実
力
を
磨
き
も
っ
と
速
く
な
り
た
い
。
大
町
市
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
に
も
協
力
で
き
れ
ば
」と
今
後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　
高
校
駅
伝
県
予
選
は
、
男
子
は
佐
久
長
聖
高
校
が
19
連
覇
、

女
子
は
長
野
東
高
校
が
10
連
覇
を
果
た
し
、
大
町
岳
陽
高
校

は
男
子
が
16
位
で
し
た
。

楽
し
み
ま
す
。

　
こ
の
雰
囲
気
を
楽
し
も
う
と
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
26
組
54
人
が
参
加
。
講
師
の
筑
地
紀

子
さ
ん（
児
童
英
語
教
師
）か
ら
数
字
や
動
物
な

ど
を
英
語
に
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
話
を
聞
い

た
ほ
か
、
体
の
部
位
を
英
語
に
し
た
リ
ズ
ム
体

操
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ

の
部
屋
を
練
り
歩
き
お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
を
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
岩

崎
多
恵
さ
ん
（
常
盤
・
泉
）
は
「
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
め
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
、

信
州
ゆ
か
り
の
名
品
を
堪
能

県
信
濃
美
術
館
移
動
展

高
校
駅
伝
県
予
選
を
激
励

ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
世
界
選
手
権「
銅
」　
上
田
瑠
偉
さ
ん

Ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｏ
ｒ 

Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
！　
英
語
で
親
し
む
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
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ときめきマイ・シティー

　
全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ

®

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
」
の
最
終
結
果

が
11
月
６
日
、
愛
媛
県
松
山
市
の
城
山
公
園
芝
生
広
場

で
発
表
さ
れ
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
は
見
事
、
昨
年
を
上
回

る
総
合
74
位
、
県
内
２
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
全
都
道
府
県
や
企
業

な
ど
か
ら
、
１
４
２
１
体
が
参
戦
。
７
月
22
日
～
10
月

24
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
加
え
、
11
月
５
日
・

６
日
の
松
山
会
場
に
２
日
間
で
約
５
万
１
千
人
が
来
場

し
、
現
地
投
票
が
加
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
が
来
場
者
に
投
票
を
呼

び
掛
け
Ｐ
Ｒ
。
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
も
こ
と
し
結
成
し
た
同

じ
瞳
を
持
つ
新
ユ
ニ
ッ
ト「
つ
ぶ
ら
な
瞳
Ｏ
Ｓ
Ｔ
」と
共

に
記
念
撮
影
や
ブ
ー
ス
で
の
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
で
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　
総
合
１
位
に

は
高
知
県
須
崎

市
の
し
ん
じ
ょ

う
君
が
選
ば
れ
、

つ
ぶ
ら
な
瞳
Ｏ

Ｓ
Ｔ
の
栃
木
県

栃
木
市
の
と
ち

介
は
４
位
、
静

岡
県
裾
野
市
の

す
そ
の
ん
は
40

位
と
健
闘
を
見

せ
ま
し
た
。

　
平
公
民
館
・
女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア
で
11
月
13
日
、

仁
科
の
里
ピ
ュ
ア
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア
の
利
用
者
の

会（
久
保
井
ト
モ
子
会
長
）が
主
催
し
、
舞
台
や
展

示
で
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、

こ
と
し
で
29
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
初
日

の
こ
の
日
は
茶
道
や
着
付
け
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

名
物
の
手
打
ち
そ
ば
の
販
売
な
ど
も
あ
り
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
８
団
体
が
、
キ
ー
ボ
ー
ド
演
奏

や
朗
読
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
。
特
別
出
演

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
団
体「
ア
ー
ニ
ャ
」に
よ

る
舞
踏
会
の
舞
「
シ
ン
デ
レ

ラ
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

踊
り
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
展
示
会
場
で
は
、
書
道
や

押
し
花
、
手
編
み
な
ど
の
力

作
の
出
来
栄
え
に
来
場
者
は

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
久
保
井
会
長
は
「
女
性
未

来
館
ピ
ュ
ア
は
利
用
者
の
会

と
共
に
歩
ん
で
き
た
。
仲
間

と
和
気
あ
い
あ
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
の
で
舞
台
や
作

品
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」と
話
し
ま
し
た
。

　
劇
団
四
季
が
、
全
国

各
地
で
子
ど
も
た
ち
を

無
料
で
招
待
す
る
「
こ

こ
ろ
の
劇
場
」
が
、
文

化
会
館
で
11
月
９
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
心
に

「
生
命
の
大
切
さ
」「
人

を
思
い
や
る
心
」「
信
じ

合
う
喜
び
」
を
舞
台
を

通
じ
て
語
り
掛
け
た
い

と
い
う
取
り
組
み
は
、

大
町
市
で
は
３
年
ぶ
り
３
回
目
の
開
催
。
大
北
地
区

の
10
校
の
小
学
５
・
６
年
生
約
６
７
０
人
が
招
か
れ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ガ
ン
バ
の
大
冒
険
」を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
物
語
は
、
ネ
ズ
ミ
の
忠
太
の
住
む「
夢
見
が
島
」が

イ
タ
チ
の
ノ
ロ
イ
一
族
に
襲
わ
れ
、
主
人
公
・
ガ
ン

バ
と
仲
間
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
、
仲

間
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
ノ
ロ
イ
一
族
と
決
戦
し

ま
す
。
シ
リ
ア
ス
な
展
開
や
コ
ミ
カ
ル
な
場
面
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
迫
力
の
ダ
ン
ス
や
歌
に
驚
い
た

り
、
大
き
な
笑
い
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
降
簱
星し
ょ
う
す
け介

君
（
東
小
５
年
）
は
「
初
め
て
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
見
た
。
イ
タ
チ
の
踊
り
が
と
て
も
面
白
か
っ

た
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
全
国
74
位
達
成
！

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６

文
化
・
芸
術
の
成
果
を
披
露

ピ
ュ
ア
フ
ェ
ス
タ
開
催

子
ど
も
た
ち
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
感
動
を

劇
団
四
季
「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
（
大
町
・
松
川
地
区
）
で
は
、
堀
金
・

穂
高
地
区
と
同
時
開
催
の
ツ
イ
ン
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
光
の
森

の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
を
開
催
中
！
　
美
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

だ
け
で
な
く
、
週
末
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
さ
ら
に
、
森
の
体
験
舎
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
期
間
限
定

の
夜
の
食
体
験
や
ク
ラ
フ
ト
体
験
も
あ
り
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
12
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

N
A

G
A

N
O

 Lovefellow
ship

G
ospelchoir

と
少
年
の
よ
う
な
声
を
持
ち
、
全

国
各
地
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
路
上

で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
歌
っ
て

い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
Ｃ
Ｍ
に
楽
曲
が

使
用
さ
れ
る
な
ど
知
名
度
を
上
げ
、

最
近
は
女
優
と
し
て
も
活
躍
中
で

す
。

　
楽
曲
は
青
春
時
代
に
聴
い
た
と

い
う
パ
ン
ク
に
影
響
さ
れ
て
か
、

分
か
り
や
す
い
日
本
語
の
歌
詞
で
、

ど
こ
か
青
臭
い
歌
詞
と
キ
ャ
ッ

チ
ー
で
切
な
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
特

徴
で
す
。

■
日
時
　
12
月
24
日（
土
）　
午
後

４
時
、
午
後
６
時

■
場
所
　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

吉
本
芸
人「
蓮
華
」

　
山
下
隆
章（
写
真
左
）＆
ち
ゃ
ん

だ
い（
写
真
右
）の
２
人
に
よ
る
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
得
意
と
す
る
珍

し
い
お
笑
い
コ
ン
ビ
。
ち
ゃ
ん
だ

い
は
風
船
学
校
を
卒
業
し
、
バ

ル
ー
ン
の
全
国
大
会
に
も
出
場
す

る
ほ
ど
の
腕
前
。
昨
年
「
ツ
イ
ス

タ
ー
ズ
２
０
１
５
」
の
バ
ル
ー
ン

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
で
見
事
、

全
国
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
風
船
漫
才
や
お
笑
い
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
バ
ル
ー

ン
配
布
や
バ
ル
ー
ン
ギ
フ
ト
制
作
、

バ
ル
ー
ン
装
飾
を
し
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
楽
し

め
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

■
日
時
　
12
月
25
日（
日
）　
午
後

４
時
、
午
後
６
時

■
場
所
　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

ナ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト

「
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り
」

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
の
ク

ラ
フ
ト
体
験
。
松
ぼ
っ
く
り
を

使
っ
た
卓
上
サ
イ
ズ
の
か
わ
い
い

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
10
日（
土
）～
25
日

（
日
）の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
午

後
４
時
～
７
時
30
分

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
定
員
　
各
日
先
着
１
０
０
人

■
費
用
　
１
０
０
円

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

　
長
野
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ゴ

ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
。
日
本
語
の
歌

詞
を
ブ
ラ
ッ
ク
ゴ
ス
ペ
ル
の
リ
ズ

ム
に
乗
せ
て
歌
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
一
緒
に
ノ
リ
ノ
リ
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

■
日
時
　
12
月
23
日（
金
）　
午
後

４
時
、
午
後
６
時

■
場
所
　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

「
ま
り
子
」コ
ン
サ
ー
ト

　
千
曲
市
出
身
の
平
成
生
ま
れ
、

身
長
１
４
７
セ
ン
チ
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
い
つ
ま
で
も

子
ど
も
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

まり子

NAGANO Lovefellowship Gospelchoir

蓮華

ミニクリスマスツリー
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生涯学習
常盤公民館

児童センター

社公民館

体育協会

■会場・問い合わせ

　児童センター　℡・有線２２－０７４１

サークル体験「健康マージャン」

　
健康マージャンは、

「賭けない・飲まない・

吸わない」をモットーに、

明るく楽しむマージャ

ンです。指先を動かし

頭を使うことで、脳の活性化が期待できます。初心者

も歓迎します。参加無料です。マージャンを通じて、

健康づくりや仲間づくりをしませんか。

■日時　12月15日（木）　午後１時～４時30分

■定員　先着10人

■協力サークル　雀の会

■申し込み　12月12日（月）までに、電話または直接、

常盤公民館へ。

■会場・問い合わせ

　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

製作あそび

　
親子で来年のカレンダーを作りませんか。小さな子

どもでも作れます。参加無料です。

■日時　12月13日（火）　午前10時～11時30分

■対象　市内にお住まいの未就園児と保護者　先着

15組

■申し込み　12月10日（土）までに、電話または直接、

児童センターへ。

クリスマス会

　クリスマスの音楽を楽しみながら、親子でリトミッ

クやお話を聞きます。おおまぴょんサンタも登場！

■日時　12月16日（金）　午前10時～11時30分

■対象　市内にお住まいの未就園児と保護者　先着

30組

■費用　200円（プレゼント代）

■申し込み　12月14日（水）までに、電話または直接、

児童センターへ。

第27回元旦マラソン

　
新春に家族や友人と走りませんか。コースは、社

公民館から曽根原地区を往復する約３㎞です。温か

い飲み物や参加賞などを用意します。参加無料です。

ぜひご参加ください。

■期日　29年１月１日（日）　 ▽受付　午前９時～

９時20分　 ▽スタート　午前10時

■会場　社公民館

■対象　健康に自信のある人（小学生未満は保護者

同伴）

■参加区分

▽小学生以下の部　男・女

▽一般の部（中学生以上）　男・女

▽壮年の部（50歳以上）　男・女

■申し込み　12月26日（月）までに、電話または直

接、社公民館へ。

※当日参加も受け付けますが、できるだけ事前にお

申し込みください。

■問い合わせ　社公民館　℡・有線２２－０３７８

ゲートボール教室

　
ゲートボールは

場面に応じた的確

な判断が必要なた

め、常に頭を使い

精神面の若さを維

持できます。楽し

く仲間と交流を深

め、冬期間の運動不足を解消しませんか。

■日時　29年１月19日（木）・23日（月）・25日（水）・

30日（月）、２月１日（水）・６日（月）・８日（水）・

13日（月）・15日（水）・20日（月）　全10回　

午前９時～11時30分

■会場　運動公園屋内運動場

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着20人

■費用　1,000円（保険料など）

■申し込み　29年１月17日（火）までに、費用を添

えて直接、体育協会へ。

■問い合わせ　体育協会　℡・有線２２－７６５８
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生涯学習
総合体育館

スキー＆スノーボード＆クロスカ
ントリースキー教室
～冬のママさんフリータイム広場～
　大町の冬を雪の上で一緒に体を動かして楽しみま

しょう。久しぶりに滑る人、仲間を探している人、子育

て中でリフレッシュしたい人などぜひご参加ください。

■期日・内容

▽ 29年１月23日（月）　スキー＆スノーボード

▽29年１月30日（月）　クロスカントリースキー

▽29年２月６日（月）　スキー＆スノーボード

▽29年２月13日（月）　スキー＆スノーボード

▽29年２月19日（日）　市民スキー・スノーボード

大会へ参加（希望者のみ）　全５回

■時間　午前９時45分～11時45分　 ▽受付　午前９時

30分

■会場　爺ガ岳スキー場、運動公園

■対象　市内にお住まいか勤めている18歳以上の人

■定員　 ▽スキー　先着30人

　　　　 ▽スノーボード　先着15人

■費用　3,500円（保険料、リフト代ほか）

■持ち物　スキーまたはスノーボード用具一式

■申し込み　12月２日（金）～29年１月13日（金）ま

でに、費用を添えて直接、総合体育館へ。

■その他

▽スキー・スノーボード用具のレンタルを希望する

場合は、事前に総合体育館に申し込んでください（１

日1,500円）。クロスカントリースキーは主催者が

用意します。

▽託児あります（先着15人、生後６カ月以上の未就

園児のみ）。事前に申し込んでください。

パーソナルトレーナーによるトレーニング講座
　「こんな体にしたいけど…」「体のどこを鍛えたらいいの？」など、体を動かしたいけれどトレーニングの仕方が分か

らない人へ、トレーナーが家でもできる効果的なトレーニング方法や理論を教え、実際に体験する講座です。個々の

質問を受ける時間もあります。体幹を鍛えてきれいな体に！

■期日　 ▽１回目　12月15日（木）　 ▽２回目　12月18日（日）　※同様の内容です。１回目は女性限定です。

■時間　午前10時～正午　■会場　総合体育館　※受付はロビーで行います。

■対象・定員　市内にお住まいか勤めている18歳以上の人（高校生は除く）　各回先着15人　

■費用　500円（入館料、保険料）　■持ち物　上履き用運動靴、タオル、飲み物　運動のできる服装でご参加ください。

■申し込み　12月13日（火）までに、費用を添えて直接、総合体育館へ。

小学生スキー教室
　スキーを始めて間もな

い子や初めてスキーを履

く子を対象に、スキー教

室を開催します。寒さを

吹き飛ばして、みんなで

楽しく滑りましょう。

■期日　 ▽１回目　29年１月28日（土）

　 　 　 　 ▽２回目　29年２月４日（土）　全２回

※原則全日参加ですが、１回目のみの参加も可能です。

■時間　午前９時30分～午後３時　▽受付　午前９時

■会場　爺ガ岳スキー場

■対象・定員　市内にお住まいの小学１～３年生のス

キー初心者　先着60人

■講師　大町市スポーツ推進委員

■費用　2,600円（保険料、リフト代ほか）

※１回目のみは1,750円

■持ち物　スキー用具一式、帽子、ゴーグル、手袋２セッ

ト（濡れたときの交換用）、昼食、飲み物

■その他

▽スキー用具のレンタルを希望する場合は、事前に総合

体育館に申し込んでください（１日1,000円）。

▽昼食は持参してください。豚汁を用意します。

▽会場への送迎は、保護者が行ってください。

▽２回目に保護者向けのポイントレッスン教室を開催し

ます。参加を希望する場合は、事前に総合体育館に申し

込んでください（2,400円、保険料・リフト代込み）。

■申し込み　29年１月20日（金）までに、費用を添えて

直接、総合体育館へ。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５
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文化財センター

ギャラリー・いーずら

文化財講座　おおまちの歴史と自然
第６回　謎の寺、長生寺の実像を探る

　
旧大町高校を中心に伽

が

藍
らん

があり、天正寺の前身と

される長生寺は謎の多い寺です。しかし、その寺の

名を名乗った長生寺氏は神明宮棟札にもその名を残

し、仁科氏一族である渋田見氏の系図では祖と位置

付けられています。仁科氏、長生寺氏、渋田見氏の

系図や文献資料から、謎の寺・長生寺の実像を追い

ます。参加無料です。

■日時　12月10日（土）　午後２時～４時

■講師　飯田吉隆さん（文化財センター職員）

■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話また

は直接文化財センターへ。

■会場・問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

市内学校展

　
この展覧会は、市内の児童・生徒が、学校の授業

やクラブ活動で作成した絵画や彫刻、書道などの作

品を多数展示します。

　この機会に、子どもたちの感性豊かな作品をぜひ

ご覧ください。入場無料です。

■学校名・期日

▽美麻小中学校　12月16日（金）～19日（月）

▽八坂小学校・中学校　29年１月13日（金）～16日（月）

▽第一中学校　29年１月20日（金）～23日（月）

▽仁科台中学校　29年１月27日（金）～30日（月）

■時間　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室

（いーずら大町特産館　２階）

■問い合わせ

　生涯学習課生涯学習･青少年係　℡市内線６２２

『若一王子神社三
さんじゅうの と う

重塔』（県宝）
蟇
かえるまた

股

　蟇股は、几
かぜかんむり

の形をした寺社建築手法の一つです。

当初は建築手法の一部として使われていましたが、

今から約500年前の室町時代後期からは、建築の

装飾へと変化しています。

　その中でも、若一王子神社三重塔の初
しょ

層
そう

（一階）

部分の扉上にある蟇股は束
そく

帯
たい

（天皇や高官が朝廷

の公
く

事
じ

の際に着た正装）をつけた十二支の動物の

ユニークな彫刻が方角に合わせて配置されていて、

興味を引きます。

　北面中央が北で、子
ね

（ねずみ）、時計回りに左側

に丑
うし

（うし）、東面に寅
とら

（とら）、卯
う

(うさぎ）、辰
たつ

（り

ゅう）、南面に巳
み

（へび）、午
うま

（うま）、未
ひつじ

（ひつじ）、

西面に申
さる

（さる）、酉
とり

（にわとり・写真）、戌
いぬ

（いぬ）、

北面右側に亥
い

（いのしし）の順に配置されています。

　現在は、一部に損傷を受けているものもあり、

彩色も剥がれてしまっていますが、もともとは彩

色が施され、色鮮やかな彫刻であったと思われます。

　三重塔の建立は、江戸時代の宝永８（1711）年、

建築は金原又七を棟梁とする金原一門、彫刻など

は曽根原庄太郎重光の曽根原一門が受け持ってい

ます。

　来年（平成29年）は酉年です。若一王子神社を

訪れる際は、参道側の中央に酉の彫刻をご覧にな

ってはいかがでしょうか。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 103

昨年の第一中学校の作品

大町市の文化財
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子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課
の
共
通
事
項

■
募
集
人
数
　
各
若
干
名

■
勤
務
地

▽
保
育
士
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
、

長
時
間
保
育
担
当
、
調
理
員

市
内
保
育
園

▽
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
・
補
助
員

市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
勤
務
日
数
　

月
額
保
育
士

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
り
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
お
い

て
３
年
以
上
の
経
験
の
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
当
（
3

歳
未
満
児
ク
ラ
ス
は
複
数
担
任
の

場
合
あ
り
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
月
額
20
万
３
０
０
円

日
額
保
育
士

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
る
人
（
29
年
４
月
１
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
６
０
０
円

時
給
保
育
士

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
る
人
（
29
年
４
月
１
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
７
時
間
以
内

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
額
８
８
０
円

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、58
歳
以
上
の
男
性

■
業
務
内
容
　
保
育
補
助（
保
育

業
務
、
施
設
営
繕
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
２
時
15
分

■
賃
金
　
時
給
額
８
１
０
円

長
時
間
保
育
担
当

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
長
時
間
保
育
の
時

間
内
で
の
保
育

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～

８
時
30
分
、午
後
４
時
30
分
～
７

時※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
額
１
１
０
０
円

■
そ
の
他

▽
勤
務
日
数
は
１
カ
月
20
～
25
日

程
度

▽
通
勤
手
当
や
雇
用
保
険
、
社
会

保
険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
額
給
食
調
理
員

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

▽
過
去
３
年
以
内
に
、
市
内
保
育

園
に
月
額
給
食
調
理
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
人
（
た
だ
し
、
そ
の

勤
務
期
間
が
３
カ
月
未
満
の
場
合

は
除
く
）

▽
平
成
28
年
度
に
市
内
保
育
園
で
、

日
額
給
食
調
理
員
と
し
て
６
カ
月

以
上
勤
務
し
て
い
た
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
員
、
衛

生
管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

■
賃
金
　
月
額
14
万
９
０
０
０
円

大町市臨時職員
募集

………………………………………
市と市教育委員会では、

次の職種で臨時職員を募集します。

平成29年度
申
込
期
限
が

12
月
22
日(

木)

ま
で
の
も
の

▽
保
育
士
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

▽
調
理
員

１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
、
変
則
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

▽
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
・
補
助
員

１
カ
月
25
日
程
度

■
申
し
込
み
　
12
月
５
日（
月
）～

22
日（
木
）ま
で
に
、
子
育
て
支
援

課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
子
育
て
支
援
課
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
　
29
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ

り
通
勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。

雇
用
保
険
、
社
会
保
険
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■
採
用
試
験
　
29
年
１
月
15
日（
日
）

午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
東
庁
舎

２
階
東
会
議
室
で
、
面
接
を
行
い

ま
す
。

■
そ
の
他
　
各
項
目
で
一
部
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
は「
■
そ
の
他
」

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

子
育
て
支
援
課（
市
役
所
本
庁
舎

３
階
）

℡
市
内
線
６
８
１
・
６
８
３
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日
額
給
食
調
理
員

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
、
衛
生

管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

■
賃
金
　
日
額
６
６
０
０
円

時
給
給
食
調
理
員

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
補
助
、

衛
生
管
理
業
務
補
助
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
４
時
間
以
内

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
額
８
１
０
円

月
額
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
、
教
員

資
格
（
29
年
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）
な
ど
が

あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
児
童

の
健
全
育
成
へ
の
熱
意
と
指
導
で

き
る
体
力
が
あ
る
人

※
必
要
な
資
格
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間
　

▽
平
日
　
午
後
１
時
～
６
時
30
分

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
33
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

勤
務

■
賃
金
　
月
額
13
万
３
３
０
０
円

時
給
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
、
教
員

資
格
（
29
年
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）
な
ど
が

あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
児
童

の
健
全
育
成
へ
の
熱
意
と
指
導
で

き
る
体
力
が
あ
る
人

※
必
要
な
資
格
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間
　

▽
平
日
　
午
後
２
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
24
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
賃
金
　
時
給
額
８
８
０
円

時
給
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
心
身
と
も
に
健

康
で
児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意

と
指
導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間
　

▽
平
日
　
午
後
２
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
24
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
賃
金
　
時
給
額
８
１
０
円

共
通
事
項

■
申
し
込
み
　
12
月
12
日（
月
）～

29
年
１
月
12
日（
木
）ま
で
に
、
市

役
所
本
庁
舎
の
各
担
当
窓
口
、
市

八
坂
・
市
美
麻
支
所
、
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
、
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン

タ
ー
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
担
当
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
採
用
　
29
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ

り
通
勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。

雇
用
保
険
、
社
会
保
険
制
度
が
あ

り
ま
す
。

 

市
役
所
一
般
事
務

一
般
事
務

■
募
集
人
数
　
約
20
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
ま
た
は
市
の

施
設

■
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
人

※
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も

募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容
　
事
務
補
助

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
一
部
施
設
で
は
変
則
勤
務
が
あ

り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。施
設
に
よ
り
土
・

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。
短

期
間
雇
用
も
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
６
３
０
０
円

■
採
用
試
験
　
29
年
１
月
28
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
東

庁
舎
２
階
東
会
議
室
で
、
教
養
試

験
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

庶
務
課
職
員
係
（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
）

℡
市
内
線
５
１
３
・
５
１
４

申
込
期
限
が
29
年

1
月
12
日(

木)

ま
で
の
も
の
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庶
務
課

電
話
交
換
手

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
本
庁
舎

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
庁
内
の
電
話
交
換

業
務

■
勤
務
時
間（
交
替
制
）

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

②
午
後
０
時
45
分
～
５
時
15
分

※
い
ず
れ
の
勤
務
も
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
日
額（
４
時
間
30
分
）４

２
３
０
円

■
採
用
試
験
　
29
年
１
月
29
日

（
日
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
本

庁
舎
２
階
庁
議
室
で
、
面
接
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

庶
務
課
行
政
管
理
係
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）

℡
市
内
線
５
１
１
・
５
１
２

生
活
環
境
課

資
源
物
受
け
入
れ
業
務
職
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
資
源
物
受
け
入
れ

業
務

■
勤
務
時
間

▽
月
～
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▽
土
・
日
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
シ
フ
ト
制
。
土
・
日
曜
日
の
勤

務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
２
０
０
円

■
採
用
試
験
　
29
年
１
月
21
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
東

庁
舎
２
階
東
小
会
議
室
で
、
面
接

を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

福
祉
課

作
業
指
導
員
お
よ
び

福
祉
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

（
就
労
）

■
募
集
人
数
　
11
人

■
勤
務
地
　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

管
理
責
任
者
は
就
労
分
野
の
資
格

が
あ
る
人
（
29
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
作
業
指
導
・
サ
ー

ビ
ス
管
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
月
額
17
万
円

■
採
用
試
験
　
29
年
１
月
21
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
２
階
テ
レ
ビ
会
議
室
で
、

面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

▽
福
祉
課
福
祉
係

℡
市
内
線
４
１
２

▽
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

℡
２
９
・
２
０
４
９

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
の
共
通
事
項

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

■
採
用
試
験
　
29
年
１
月
28
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
大
町
公
民

館
・
文
化
会
館
で
作
文
と
面
接
を

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

学
校
教
育
課
庶
務
係
（
市
役
所
本

庁
舎
３
階
）

℡
市
内
線
６
１
１

※「
山
岳
博
物
館
動
物
飼
育
員
」は

別
途
記
載
が
あ
り
ま
す
。

日
額
学
校
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
５
７
３
０
円

※
美
麻
小
中
学
校
の
み
、
７
時
間

45
分
勤
務
で
日
額
６
３
４
０
円
、

４
時
間
で
３
２
７
０
円

市
八
坂
・
市
美
麻
支
所

文
書
配
布
員

■
募
集
人
数

▽
市
八
坂
支
所
　
１
人

▽
市
美
麻
支
所
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
八
坂
支
所
ま
た
は

市
美
麻
支
所

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
文
書
の
配
布
、
清

掃
な
ど
の
施
設
管
理

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
１
万
５
０
０
円

■
採
用
試
験
　
29
年
１
月
28
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、
市
八
坂
・

市
美
麻
支
所
で
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

▽
市
八
坂
支
所
総
務
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
総
務
係

℡
２
９
・
２
３
１
１



25 広報おおまち　2016.12

大町市臨時職員募集

代
替
学
校
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
５
７
３
０
円

学
校
校
務
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
学
校
施
設
管
理
な

ど
の
用
務

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
９
５
０
円

学
校
図
書
館
司
書

■
募
集
人
数
　
２
人

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
図
書
館
司
書
資

格
が
あ
る
人
（
29
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
図
書
館
司
書
業
務

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時
45
分

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
５
５
０
円

常
盤
公
民
館
管
理
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
常
盤
公
民
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
夜
間
の
施
設
使
用

受
付
、
防
火
・
防
犯
・
清
掃
な
ど

の
施
設
管
理

■
勤
務
時
間
　
午
後
４
時
～
９
時

30
分

■
賃
金
　
日
額
６
３
０
０
円

社
公
民
館
管
理
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
社
公
民
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
夜
間
お
よ
び
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
施
設
使
用
受
付
、

防
火
・
防
犯
・
清
掃
な
ど
の
施
設

管
理

■
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
う

ち
３
日
間
以
内
の
午
後
４
時
～
９

時
30
分
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
６
３
０
０
円

業
務
員
（
文
書
配
布
員
）

■
募
集
人
数
　
３
人

■
勤
務
地
　
平
・
常
盤
・
社
公
民
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人
で
、
普
通
自
動

車
運
転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
文
書
の
配
布
、
公

民
館
業
務
の
補
助

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
１
万
５
０
０
円

体
育
施
設
管
理
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
総
合
体
育
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、普
通
自
動
車
運
転

免
許
が
あ
る
人（
大
型
特
殊
自
動

車
免
許
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

で
、屋
外
で
働
け
る
体
力
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
運
動
公
園
お
よ
び

市
内
体
育
施
設
の
補
修
・
清
掃
・

剪せ
ん

定て
い

・
草
刈
り
な
ど
の
施
設
管
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
事
業
に
よ
り
土
・
日
曜
日
、
祝

日
な
ど
の
変
則
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
９
８
０
０
円

体
育
施
設
管
理
員（
芝
生
管
理
）

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
総
合
体
育
館

■
応
募
資
格
　
大
型
特
殊
自
動
車

運
転
免
許
が
あ
り
、
屋
外
で
働
け

る
体
力
の
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
芝
生
施
設
管
理
全

般
お
よ
び
市
内
体
育
施
設
の
補

修
・
草
刈
り
・
薬
剤
散
布
な
ど
の

施
設
管
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
事
業
に
よ
り
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
な
ど
の
変
則
勤
務
、
時
間
外

勤
務
が
あ
り
ま
す

■
採
用
期
間
　
29
年
４
月
～
11
月

■
賃
金
　
日
額
９
８
０
０
円

山
岳
博
物
館

山
岳
博
物
館
動
物
飼
育
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
山
岳
博
物
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許（
マ
ニ
ュ
ア
ル
、採
用
後
で

も
可
）、動
物
へ
の
関
心
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
付
属
園
内
施
設
管

理
（
簡
易
な
修
繕
、
草
刈
り
、
除

雪
な
ど
）、
動
植
物
管
理
（
給
餌
、

治
療
、散
水
な
ど
）、衛
生
管
理（
清

掃
、
消
毒
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
変
則
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
月
額
18
万
５
０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
作
文
「
現
代
の
動

物
園
の
役
割
と
飼
育
動
物
の
福
祉

に
対
す
る
私
の
考
え
」
を
原
稿
用

紙
に
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、

申
込
書
と
と
も
に
山
岳
博
物
館
へ
。

■
採
用
試
験

▽
１
次
審
査
　
書
類
選
考

▽
２
次
審
査
　
29
年
２
月
５
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
市
役
所
東

庁
舎
２
階
東
中
会
議
室
で
、
面
接

を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

山
岳
博
物
館

℡
・
有
線
２
２
・
０
２
１
１
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募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
中
原（
大
町
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

▽
大
新
田（
大
町
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

▽
借
馬（
平
）＝
１
戸（
２
Ｋ
Ｂ
）

▽
西
原（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）か
ら
入
居
で

き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台

所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、

Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

勤
め
て
い
る
人
（
美
麻
地
区
の
住
宅
に

申
し
込
む
場
合
は
除
く
）
で
、
単
身
世

帯
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所

得
が
一
定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う

人
。
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁

止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
12
月
15
日（
木
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

■
日
時
　
12
月
14
日（
水
）　
午
前
10
時
～

午
後
５
時

■
会
場
　
長
野
県
中
信
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
松
本
合
同
庁
舎
４
階
）

■
申
し
込
み
　
12
月
13
日（
火
）ま
で
に

電
話
で
長
野
県
中
信
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
中
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
３
・
４
０
・
３
６
６
０

12
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）・

17
日（
土
）・
18
日（
日
）

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
の

発
行
を
停
止

　
12
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）・
17
日

（
土
）・
18
日（
日
）は
、
大
町
公
民
館（
文

化
会
館
）、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の

「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登
録
証
明
書
」

の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
証

明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
の
た
め
で
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
・
戸
籍
係

℡
市
内
線
４
２
５
・
４
２
６

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
長
野
県「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
」説
明
会

　
長
野
県
で
は
、
29
年
度
募
集
「
地
域

発
　
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的

で
発
展
性
の
あ
る
事
業
を
支
援
す
る
た

め
の
支
援
金
で
、
地
域
づ
く
り
を
実
践

さ
れ
る
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

■
日
時
　
12
月
20
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
　
２

階
　
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０
・
８
３
１

▽
北
安
曇
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

℡
２
３
・
６
５
０
１

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　
借
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
一
人
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
　
弁
護
士
や
司

法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
者
向
け
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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【年末年始の業務・施設】
業務

月日
燃えるごみ
収 集

金 属 ご み
収 集

資 源 物
収 集

環境プラント
（持ち込み）

グ リ ー ン
パ ー ク

し尿・雑排水
収 集

北アルプス
広域葬祭場

12月29日（木） 平・常盤・社・八坂地区

休　み 休　み 休　み 休　み 休　み

通常営業
12月30日（金） 大町・美麻地区

12月31日（土）

休　み 休　み
※火葬予約は
受け付けます。

１月 １日（日）

１月 ２日（月）

１月 ３日（火）

【年始の休日緊急当番医・薬局】
■休日緊急当番医（大北一円）

（診療時間 9：00～17：00）

１月１日（日）

小野医院（堀六日町） ℡ 22－0047

西森整形外科（松川村） ℡ 61－1700

神城醫院（白馬村） ℡ 75－7050

１月２日（月）

平林医院（六九町） ℡ 22－2525

太田医院（池田町） ℡ 62－1010

横沢医院（白馬村） ℡ 72－2008

１月３日（火）

横澤内科医院（下仲町） ℡ 22－0371

若林医院（松川村） ℡ 62－2105

小谷村診療所（小谷村） ℡ 82－2044

■歯科（大北一円）
（受付時間 9：00～11：00、診療時間 9：00～12：00）
１月１日（日）師岡歯科（池田町） ℡ 62－9781

１月２日（月）きらり歯科医院（松川村） ℡ 62－0005

１月３日（火）橘歯科医院（白馬村） ℡ 72－5025

■薬局（市内）
（営業時間 9：00～17：30）

１月１日（日）かみいち林薬局（上一） ℡ 26－3025

１月２日（月）カネリキ山口薬局（大黒町） ℡ 22－0184

１月３日（火）轟薬局（上一） ℡ 21－1512

【年末年始の水道工事当番事業者】
　市では、年末年始の水道工事・修理を、大町市水道事業協同組合に依頼しています。期間中の宅内水道管の凍結
や破裂などの修理依頼は、次の工事当番事業者にお問い合わせください。12月28日（水）までと１月４日（水）以
降の営業は指定工事事業者に直接お問い合わせください。

月　日 工　事　当　番　事　業　者

12月29日（木） ㈱鹿島総設 ℡ 23－3698 ㈱信濃美植 ℡ 23－6400

12月30日（金） 日特工業㈱ ℡ 22－5266 ㈲岡村設備工業 ℡ 22－4885

12月31日（土） ㈱黒部電業舎 ℡ 22－7771 ㈲南原電気工業 ℡ 22－0772

１月 １日（日） 中部精器㈲ ℡ 22－2213 ㈱長澤設備工業 ℡ 22－1466

１月 ２日（月） ㈱ピュアハウス ℡ 26－1120 信光実業㈱大町支店 ℡ 22－2848

１月 ３日（火） ㈱ジーシーアイ ℡ 22－3145 ㈲大信建設 ℡ 23－2838

水道工事は大町市水道指定給水装置工事事業者（指定工事事業者）で施工してください

▽給水装置の工事は大町市の指定工事事業者以外ではできません。                         

▽漏水修理を指定工事事業者以外で施工した場合、水道料金の減免はできませんのでご注意ください。                         

▽指定工事事業者は、市ホームページで確認できます（「大町市　指定給水装置工事事業者一覧」で検索）。

年末年始のご案内 　年末年始の業務・施設などの
休みや休日緊急当番医などは、
次のカレンダーのとおりです。

　年末分は、30 ページに掲載しています。変更する場
合があります。事前に確認の上、受診・来店してください。
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　桜田スタジオ〜きらり☆大町人〜
　山岳博物館の飼育員
で、ことしの希望郷いわ
て国体の山岳競技・ク
ライミングの長野県代
表選手として出場した
戸谷諭美さんに、仕事
やクライミングの魅力についてお聞きします。

 放送日  ………18日（日）・25日（日）　午後8：45

　暮らしのガイド～暮らしサポート110番～
　「ことし一年を振り返って」と題し、大町警察署
の防犯ボランティアのリーダー岡部康江さんに活
動をお聞きします。

 放送日  ………19日（月）・26日（月）　午後8：45

市議会（本会議）12月定例会
生放送　午前10：00 ～

＊一般質問…………………………… ７日〜９日
＊本会議……………………………………… 20日

再放送　午後1：00、午後8：00
＊一般質問…………………………… 10日〜15日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊仁科台中学校　蓮華祭…………… １日〜３日
＊北小学校　音楽会………………… １日〜６日
＊八坂中学校　やまびこ祭………… １日〜６日
＊美麻地区文化祭・美麻小中学校　梨の木祭
　……………………………………… ２日〜６日
＊第一中学校　こぶし祭…………………… ４日
＊大北吹奏楽フェスティバル……… ５日〜17日
＊連合音楽会（市内９小中学校）…… ８日〜19日
＊オオマチミアサテレビ公開収録… ８日〜19日
＊市民芸術祭「市民芸能」……………… 19日〜27日
＊市民吹奏楽団　定期演奏会……… 19日〜28日
＊定例記者会見……………………… 27日・28日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊南小学校　社会見学……………… １日〜11日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

図書館だより
－新着図書（一般向け）－　

天を灼
や

く［日本の小説］���� あさのあつこ／著
スマホをやめたら生まれ変わった［哲学］
������� クリスティーナ・クルック／著
小さな葬儀と墓じまい　実際の進め方と手続
き・費用がわかる64項［社会］
������� 大野屋テレホンセンター／監修
おいしくて大満足！　減塩＆低カロリーのダイ
エット鍋［料理］��������� 今泉久美／著
まいにちのこどもニット　Let’s Knit series［編物］
����������� 日本ヴォーグ社／出版
定刻運行を支える技術　遅延要因・運転整理の
手法［交通運輸］���������� 梅原淳／著
吾輩はガイジンである。　ジブリを世界に売っ
た男［芸術］����スティーブン・アルパート／著
誰からも好かれるＮＨＫの話し方［言語］
��ＮＨＫ放送研修センター・日本語センター／著

－新着図書（子ども向け）－

七五三だよ一・二・三［日本の絵本］
������������ 長野ヒデ子／作・絵
エマのたび［外国の絵本］
��クレール・フロッサール／文・絵　木坂涼／訳
ミミとまいごの赤ちゃんドラゴン［外国の読み物］
��������� マイケル・モーパーゴ／作
ヘレン・スティーヴンズ／絵　おびかゆうこ／訳
よむプラネタリウム　秋の星空案内［自然科学］
������� 野崎洋子／文　中西昭雄／写真
臨床検査技師の一日［仕事・職業］
����� ＷＩＬＬこども知育研究所／著・編
日本のインフラ１　水のインフラ［技術］
��������������� 伊藤毅／監修
誕生！　なめこの森のユニバーサルレンジャー

［テレビ・アニメ］������ビーワークス／監修

－今月の推薦図書－

煽
せん

動者
ジェフリー・ディーヴァー／著
池田真紀子／訳　文藝春秋
　「人間嘘発見器」キャサリン・
ダンス捜査官は尋問に失敗し捜
査の第一線から外される。割り
当てられたのは、コンサート会場で観客が将棋
倒しになり多数の死傷者が出た一件。この惨事
は仕組まれたのではと独自の捜査を開始する…。
二度読み必至のシリーズ最新作。

私はネコが嫌いだ。
よこただいすけ／作・絵　つちや書店
　「お父さん、このネコ飼ってい
い？」黒くて小さな厄介者が、突
然わが家にやって来た！　頑固な
父親とネコのかけがえのない日常。
何度でも読みたくなる、絵を見る
だけでも楽しい、そして泣ける…。

－今月の催し－

おはなしの森��� ３日（土）　午前10時30分
おいで　えほんのおへや� 13日（火） 午前11時
おりがみ教室�� 15日（木）・17日（土） 午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

● ケーブルテレビ12月の番組から ●

● 有線放送12月の番組から ●
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12月

室 編
集

無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

10日（土）
13:00〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
10日・24日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

12日（月）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

13日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=宮澤幸平弁護士 （次回は1月10日　金枝真佐尋弁護士）

行 政

21日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

21日（水）
9:00〜12:00 市八坂支所

21日（水）
9:00〜12:00 美麻公民館

年 金 15日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

15日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

8日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52515日（木）

9:00〜12:00

育 児
16日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故
（要予約）

22日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
（要予約）

５日・19日
月曜日

13:00〜16:00
総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

５日・19日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 15日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

不用品交換コーナー
●譲ります

▽シルバーカー（約７～８年前購入、未使用）�� 無料

▽学習机（約３年前購入）　���������� 無料

▽耕運機（約10年間使用、10馬力）　����� 応談

▽運搬機（約10年間使用、車輪付き）　����  応談

▽種まき機（約７～８年前購入、数回使用）　�� 応談

●譲ってください

▽電話機（子機付き）　　

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってく
ださい。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立する
ことがあります。ご了承ください。
　市のホームページにも随時情報を載せていますの
で、ご覧ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

今
月
の
納
税
な
ど

市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
12
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
12
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
…
…
12
月
分

上
下
水
道
料
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

納
期
限
は
12
月
28
日（
水
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,529（＋ 12） 転入 75

男 13,870（＋ 9） 転出 48

女 14,659（＋ 3） 出生 12

世帯数 11,857（＋ 13） 死亡 27
※ 11 月 1 日現在、（　）内は前月比

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
自
治
会
や
登
録

団
体
を
対
象
に「
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
活
用
講
座
」を
10
月

25
日
と
11
月
８
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
、
手
作

り
の
チ
ラ
シ
作
り
や
写
真
撮
影
な
ど
情
報
発

信
の
た
め
の
講
座
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
話
題
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
）に
挑
戦
！
　
講
師
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
稲
沢
そ
し
恵
さ
ん
か
ら
、
基
本
的
な
使
い

方
や
個
人
情
報
の
注
意
点
を
学
び
、
実
際
に

個
人
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
な
人
も
い
ま
し

た
が
、
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
一
生
懸
命
取

り
組
む
姿
に
、
自
分
た
ち
の
団
体
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
と
い
う
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

有料相談（要予約）
法 律 20日・27日 火曜日 13:00〜16:00 総合福祉センター

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）
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この広報紙は再生紙を使用し、石油溶剤のかわりに
大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

12月
休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

4日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

 11日（日）
大町協立診療所 大新田町 ☎ 26-5200
ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

18日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

23日（金）
伊東医院 大黒町 ☎ 22-0077
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

25日（日）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

29日（木） 公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

30日（金）
松林医院 大黒町 ☎ 22-5800
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

31日（土）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
ＪＡ白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11：00、診療時間9：00〜12:00）

  4日（日） 小田切歯科医院 池田町 ☎ 62-3134

11日（日） 金子歯科医院 旭　町 ☎ 23-2200

18日（日） 柏原歯科医院 白馬村 ☎ 71-1182

23日（金） 平林歯科医院 東　町 ☎ 22-1149

25日（日） いとう歯科医院 松川村 ☎ 62-8880

29日（木） 横澤歯科医院 六九町 ☎ 22-1343

30日（金） にこにこデンタルクリニック 下　一 ☎ 23-5612

31日（土） ＪＡあづみ病院歯科口腔外科 池田町 ☎ 61-1168

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）

  4日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

11日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

18日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

23日（金） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

25日（日） いちご薬局 高見町 ☎ 21-3311

30日（金） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

31日（土） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30〜20:45

休 診 日 ４日㈰・11日㈰・18日㈰・23日㈮・25日㈰・29日㈭・30日㈮・31日㈯ ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　大町市少年少女合唱団では、定期演奏会を開催します。今
回は、童謡やJ-POP、クリスマスということでクリスマスソ
ングなど、皆さんが口ずさめる曲をたくさん用意しています。
入場無料です。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。
■日時　12月25日（日）

▽開演　午後２時　 ▽開場　午後１時30分
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

団員募集！
　ぼくたち、わたしたち大町市少年少女合唱団は、一緒に歌う仲間を募集しています。
　春の長野県合唱祭をはじめ、夏のお泊り合宿、冬には定期演奏会やクリスマス会、新年会など楽しいイベントが
たくさんです！　仲間と楽しく歌いませんか。
■対象　園児～高校３年生　■練習日時　毎週土曜日　午後４時～６時　■会場　文化会館　２階　練習室
■費用　 ▽入団金2,000円　 ▽団費3,000円／月　※制服積立金含む　■申し込み　電話または直接、文化会館へ。

大町市少年少女合唱団
定期演奏会

無料相談、有料相談は29ページに掲載しています

きらり★情報館


